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入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 
 

１．大学としてのポリシー 

多くの課題を抱える現代社会においては、高度の課題解決能力が求められる。本学

は建学の精神として黽勉努力（自らの心に従って、自発的に勉め励む）、和衷協同（和

やかに心を込めて力を合わせ、共に行動し、ことにあたる）、至誠一貫（誠をもって人

に接し、物事に対処して、一筋に真心を貫き通す）を掲げ、校訓三綱領としている。

本学は、この校訓三綱領を理解し、基礎学力を有し、勉学意欲が旺盛で、食や心を通

して人間の健康と幸福に関心を持つ人を受け入れる。 

 

２．学部 

栄養学部 

【栄養学科】 

（イ）教育方針及び受け入れの基本方針 

    医学、食品学の基礎の上に栄養学の専門理論と技術を修得・実践することで、管理

栄養士、食のマネジメントのプロフェッショナルを育成する。 

（ロ）求める学生像 

    十分な意欲と基礎学力を持ち、栄養学関連の自然科学に興味を示し、人々の栄養改

善・健康増進に貢献したいという明確な目標と熱意を持つ人物を求める。 

【フードデザイン学科】 

（イ）教育方針及び受け入れの基本方針 

    食品学・栄養学の基礎の上に、栄養士として力を身につけ、広範な食に関わる分野

の専門知識と技術を修得・実践することで、健康のための食を創るプロフェッショ

ナルを育成する。 

（ロ）求める学生像 

    十分な意欲と基礎学力を持ち、食に関する諸課題（特に食品の開発、食の安全、わ

が国の食料問題等）を解決し、食を通して人々の健康増進に貢献したいという明確

な目標と熱意を持つ人物を求める。 

 

心理学部 

【現代応用心理学科】 

（イ）教育方針および受け入れの基本教育方針 

    自分を含めた人間に強い関心を持ち、探求心をもって人の心と行動、人と社会の相

互作用を深く理解すること、さらに人の心と行動の多様性や社会のありようを予測

的に考えることを通じて、心理学の専門知識を生かしながら、人々の健康や幸福に

貢献できる人材を育てる。 

（ロ）求める学生像 

    基礎学力、思考力、高い協調性を有し、人の心の動きやそれが引き起こす諸課題を
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理解したいという意欲をもって、調査や対人支援など社会の様々な要求に対して心

理学を応用し、人々の幸福のために貢献したいと願う人物、また公認心理師、臨床

心理士をめざす人物を受け入れる。 

 

３．大学院研究科 

栄養学研究科 

【博士前期課程】 

 栄養学と食品学の２領域を設け、栄養学領域は基礎栄養学と臨床的な分野を含む応

用栄養学の２部門から成り、幅広く現代社会に対応した教育・研究を行う。食品学領

域は高度な機器分析を活用する食品分析科学と食糧資源の枯渇に対処する食資源利用

学の２部門から成り、食品の機能性と安全性と食糧資源の確保を追求する教育・研究

を行う。これら２つの領域を基盤として食品栄養学を習得し、専門的な考え方や専門

技術を生かして社会に貢献することを目指す人を求める。 

 

【博士後期課程】 

     基礎栄養学、応用栄養学、食品分析科学、食資源利用学の４部門を設ける。博士前

期課程で修得した知識、技術及び考え方を基盤に各部門においてより深い知識と思考

力を身につけ、大学や企業及び各種の試験研究機関において活躍できる自立した研究

者及び教育者を目指す人、さらに地域社会においてリーダーシップを発揮し、健康づ

くり運動等を積極的に推進できる能力を有し、実践的な指導者を目指す人を求める。 

 

心理学研究科 

【博士前期課程】 

臨床心理学あるいは心理学及び関連した分野の問題に、強い関心を持つと共に、豊

かな人間力を持ち、人々の幸福の向上に取り組む真面目な態度と情熱を持っている人

を求める。 

 

【博士後期課程】 

    「人間」の心についての専門的な知識や技能を持って、人や人間関係等に生じる様々

な課題に取り組むことに強い関心を持っており、修得した知識や技能を教育・研究・

実践に生かし社会で活躍することを目指している人を求める。 


